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観光を熟議する――	旅と日常のあいだの民主主義
田邊	裕子（東京大学大学院総合文化研究科／	IHS	博士課程 1年）
宮田	晃碩（東京大学大学院総合文化研究科／	IHS	博士課程 1年）
　私たちのポスターは「観光を熟議する―― 旅と日常のあいだの民主主義」
というものですが、おととし私たちの学生の IHS の自主企画として熊野古道
に行って研修を行ないました。熊野古道語り部の会という会がありまして案内
していただいたのですが、それはしっかりした自治の中で組織されているもの
で、その活動から着想を得たというのが私たちの発表です。
　そもそも問題設定として、環境に関して、自分たちの環境であるという意識
がどういうふうに育まれるのか、それが根本的な問題だと思うのですけれども、
これに対してその地域コミュニティの外部と関わるアクターとしての語り部、
それに着目するというものです。そもそも語るっていうのは、何かあらかじめ
有している知識ないし理解というものをそのまま固定的に渡すというのではな
く、むしろ聞き手とのあいだで動的に生成してくるものであろうと、であるか
らその中で自分たちの理解そのものを問い直される、だんだんと形をとってい
く、そのプロセスに着目して考えられないかということです。つまりここで語
り部といっているのは、自分たちの環境というものを言葉を通して形作ってい
く、そういう役割をになう人々のことです。
　私たちの提案というのは、その民主主義の土台としての私たち、自分たちの
語りというもの、これが醸成されるのは語り部の役割を通じてなのではないか、
ということになります。ポスターでは語り部の役割というものを図式化し、様々
なケースを 3 種類の外部に分類しました。それを公共の組織と市民、過去や未
来の生活者、観光客というふうに表現しています。このように分類して考察す
るための地図としました。私たちが検討するべきだと考えているのは、普段特
別に意識しない、環境と日常というものを語り部がどのようにして言葉にし、
コモンズとしての自覚をもたらしうるというのかということです。
コモンズとは住人が共同で管理する地域空間と、それを利用する社会関係を
さす概念です。ある共同体におけるコモンズの意識化を助けるための地図とし
て、この図を活用できるのではないかと考えています。以上です。
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